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日本海東縁ひずみ集中帯におけるGPS稠密観測（序報）

Dense GPS observation in the strain concentration zone along the Eastern
Japan Sea margin (preliminary report)
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我々は「ひずみ集中帯の重点的調査・観測」の一環として，2008年度から日本海東縁ひずみ集
中帯にあたる新潟県上越・中越地域で稠密GPS観測を実施している。日本海東縁ひずみ集中帯で
は，東西方向の短縮変形が幅50-100kmの狭い範囲に集中し，過去に大地震も多数発生してお
り，その変形メカニズム解明や地震発生ポテンシャル評価が喫緊の課題である。非地震時に変形
集中しながら，2004年中越地震，2007年中越沖地震などの大地震も発生しており，これらの地
震を起こす応力の蓄積過程の解明が重要な問題である。そこで，我々は，変形集中が見られる幅
80km程度の範囲に数km間隔でGPS観測点を設置し，ひずみ集中帯内部の変形の微細構造を明ら
かにすることで，変形メカニズムを明らかにしていく予定である。2008年に新潟県糸魚川市・
上越市・十日町市・南魚沼市・柏崎市・長岡市に約50ヶ所の観測点を設置し，３?６週間のキャ
ンペーン観測をこれまでに２度実施した。現在2009年の観測で得られたデータ解析を進めてお
り，講演では，この結果得られた2008年から2009年の１年分の地殻変動解析結果について発表
する。
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